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16.5 

5.1 

11.3 

53.6 

12.8 

0.6 

8.8  

3.3  

12.7  

43.7  

30.3  

1.3  

0% 25% 50% 75% 100%

お互いの自宅を訪問し合う人がいる 

一緒に買い物等で外出をする人がいる 

困ったときに気軽に頼める人がいる 

立ち話、挨拶をする人がいる 

付き合いはほとんどない 

無回答 

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

8.7 

11.9 

14.8 

14.9 

13.1 

37.6 

29.9 

6.9 

9.0 

27.7 

25.2 

5.7 

2.7  

4.3  

5.7  

2.6  

4.0  

14.3  

8.8  

1.9  

1.6  

6.1  

64.7  

7.2  

0% 25% 50% 75% 100%

配食の手伝い 

調理の手伝い 

掃除・洗濯の手伝い 

買い物代行 

外出同行（通院、散歩など） 

ゴミ出し 

見守り、声かけ 

サロンなど、通いの場のサポート 

外出時の送迎 

草刈などの環境整備 

できない 

無回答 

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

５ 地域での活動について 

（１）地域の後期高齢者が支援できる生活支援サービス 

●地域の人との付き合い方について、一般高齢者・軽度認定者ともに「立ち話、挨拶を

する人がいる」（53.6％・43.7％）が最も高くなっています。 

●地域で出来ると思う活動をみると、一般高齢者は「ゴミ出し」（37.6％）、「見守り、声

かけ」（29.9％）の順となり、軽度認定者は「ゴミ出し」（14.3％）となっていますが、

「できない」（64.7％）が最も高くなっています。 

問5-(1) [問5-(1)] 地域の人との付き合い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問5-(2) [問5-(2)] 地域でできると思う活動 
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（２）会・グループ活動等の状況 

●一般高齢者の、会・グループ等への参加頻度をみると、「週１回」以上の就労または

「週１回」以上グループ等に参加していると回答した割合は、②スポーツ関係のグル

ープやクラブ（12.0%）、③趣味関係のグループ（11.8％）、⑦収入のある仕事（7.3％）

が上位となっています。 

問5-(3) 会・グループ等への参加頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.7 

2.6 

1.7 

0.4 

0.5 

0.4 

4.2 

0.4 

1.2 

6.2 

4.9 

0.8 

0.9 

0.6 

2.2 

0.8 

1.1 

3.2 

5.2 

1.4 

1.0 

0.8 

0.9 

0.8 

4.1  

4.3  

12.2  

4.9  

5.0  

4.9  

1.3  

1.8  

5.8  

2.8  

5.6  

4.0  

11.2  

22.6  

2.0  

3.3  

53.1  

49.3  

42.5  

52.8  

49.8  

39.3  

54.7  

57.0  

34.0  

31.6  

27.8  

35.8  

31.7  

31.3  

34.7  

36.0  

0% 25% 50% 75% 100%

①ボランティアのグループ 

②スポーツ関係のグループやクラブ 

③趣味関係のグループ 

④学習・教養サークル 

⑤老人クラブ 

⑥町内会・自治会 

⑦収入のある仕事 

⑧特技や経験を他者に伝える活動 

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 

年に数回 参加していない 無回答 

一般高齢者 n=16,888 
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●一方、軽度認定者では、「週１回」以上の就労または「週１回」以上グループ等に参加

していると回答した割合は、すべての項目で１割に満たない状況ですが、③趣味関係

のグループ（4.7％）、②スポーツ関係のグループやクラブ（3.2％）、⑤老人クラブ（2.2％）

が上位となっています。 

[問5-(3)] 会・グループ等への参加頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【掘り下げ分析】趣味のある人と幸福感の関係 

●一般高齢者・軽度認定者ともに幸せ度（点数）が低くなるにつれ、「趣味あり」と回答した割合も低

くなっています。 

  《一般高齢者》 《軽度認定者》 

    ■趣味の有無（幸せ度別）   ■趣味の有無（幸せ度別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

軽度認定者 n=7,430 

0.1 

0.3 

0.5 

0.2 

0.4 

0.1 

0.5 

0.1 

0.6 

1.6 

1.8 

0.4 

0.8 

0.1 

0.3 

0.4 

0.6 

1.3 

2.4 

0.8 

1.0 

0.3 

0.3 

0.3 

0.9  

1.0  

5.6  

2.1  

2.9  

1.3  

0.2  

0.8  

1.6  

0.7  

2.6  

1.3  

7.3  

7.7  

0.5  

1.0  

64.6  

63.2  

58.7  

62.6  

58.9  

58.9  

64.9  

64.6  

31.6  

31.8  

28.3  

32.6  

28.6  

31.5  

33.3  

32.8  

0% 25% 50% 75% 100%

①ボランティアのグループ 

②スポーツ関係のグループやクラブ 

③趣味関係のグループ 

④学習・教養サークル 

⑤老人クラブ 

⑥町内会・自治会 

⑦収入のある仕事 

⑧特技や経験を他者に伝える活動 

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 

年に数回 参加していない 無回答 

69.7 

61.7 

52.6 

45.2 

35.4 

25.8  

32.7  

42.6  

50.0  

54.6  

4.5  

5.5  

4.9  

4.8  

10.0  

0% 25% 50% 75% 100%

10～9点 

n=1,275 

8～7点 

n=2,203 

6～5点 

n=2,784 

4～3点 

n=  670 

2～0点 

n=  271 

81.7 

80.9 

66.8 

57.9 

46.1 

13.2  

15.4  

27.2  

35.6  

43.0  

5.2  

3.7  

5.9  

6.5  

10.9  

0% 25% 50% 75% 100%

10～9点 

n=4,208 

8～7点 

n=5,881 

6～5点 

n=5,346 

4～3点 

n=  907 

2～0点 

n=  256 

趣味あり 思いつかない 無回答 
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（３）地域づくりに対する参加意向 

●地域づくりの活動に参加者として参加してみたい一般高齢者は、「是非参加したい」

（8.2％）と「参加してもよい」（48.2％）を合わせた56.4％となっています。 

●一方、軽度認定者は「是非参加したい」（4.7％）と「参加してもよい」（30.2％）を合

わせた34.9％が参加を希望しています。 

●地域づくりの活動に企画・運営（お世話役）として参加してみたい一般高齢者は、「是非

参加したい」（2.7％）と「参加してもよい」（29.6％）を合わせた32.3％となってい

ます。 

●一方、軽度認定者は「是非参加したい」（1.4％）と「参加してもよい」（13.8％）を合

わせた15.2％が参加を希望しています。 

問5-(4) [問5-(4)] 地域づくりの活動に参加者として参加してみたいか 

 

 

 

 

 

 

 

問5-(5) [問5-(5)] 地域づくりの活動に企画・運営（お世話役）として参加してみたいか 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.2 

4.7 

48.2 

30.2 

38.0 

58.5 

5.6  

6.7  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答 

2.7 

1.4 

29.6 

13.8 

61.3 

76.6 

6.4  

8.2  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答 
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5.5 

6.0 

8.1 

11.3 

12.6 

6.9 

23.8 

23.7 

10.9 

8.4 

2.5 

24.6 

16.3 

0.9  

1.8  

2.2  

1.8  

3.0  

1.6  

18.7  

11.3  

8.9  

4.1  

4.0  

43.0  

20.9  

0% 25% 50% 75% 100%

学校で子どもたちの活動をサポートする機会 

子どもたちに勉強や自分の趣味・特技を教える機会 

高齢、障がい者施設などでのボランティア活動 

買い物支援や庭木の手入れなどの 

ちょっとしたボランティア活動 

農作業を中心とした仲間との活動 

ちょっとした収入を得ることができる就労活動 

仲間と話をしたり趣味の活動を行うサロン等の場 

ウォーキングや体操教室など健康維持 

のための活動を行う場 

文化（書道・俳句等）、芸術（絵画、美術鑑賞等） 

を中心とした仲間と集まる場 

パソコンやインターネット学習ができる場 

その他 

利用したい（参加したい）ものはない 

無回答 

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

●利用したい（参加したい）と思う活動の場や参加の機会は、一般高齢者は「仲間と話を

したり趣味の活動を行うサロン等の場」（23.8％）、「ウォーキングや体操教室など健康

維持のための活動を行う場」（23.7％）の順となり、軽度認定者は「仲間と話をしたり

趣味の活動を行うサロン等の場」（18.7％）、「ウォーキングや体操教室など健康維持の

ための活動を行う場」（11.3％）の順となっていますが、両者ともに「利用したい（参

加したい）ものはない」（24.6％・43.0％）が最も高くなっています。 

問5-(6) [問5-(6)] 利用したい（参加したい）と思う活動の場や参加の機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



岡山市 

60 

12.4 

2.4 

10.2 

57.4 

16.9 

0.7 

19.8  

7.3  

12.2  

50.6  

9.6  

0.5  

0% 25% 50% 75% 100%

お互いの自宅を 

訪問し合う人がいる 

一緒に買い物等で 

外出をする人がいる 

困ったときに気軽に 

頼める人がいる 

立ち話、挨拶をする人がいる 

付き合いはほとんどない 

無回答 

男性 

n=7,497 

女性 

n=9,391 

49.9 

33.2 

8.7 

3.8 

4.4 

50.3  

32.2  

9.2  

3.7  

4.6  

0% 25% 50% 75% 100%

愛着がある 

どちらかといえば愛着がある 

どちらかといえば愛着はない 

愛着はない 

無回答 

男性 

n=7,497 

女性 

n=9,391 

●住んでいる地域への愛着がある一般高齢者は、「愛着がある」（50.1％）と「どちらかと

いえば愛着がある」（32.7％）を合わせた82.8％となっています。 

●一方、軽度認定者は「愛着がある」（48.2％）と「どちらかといえば愛着がある」（31.5％）

を合わせた79.7％が愛着があると回答しています。 

問5-(7) [問5-(7)] 住んでいる地域への愛着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【掘り下げ分析】地域の人との付き合いの状況の男女差（一般高齢者） 

●一般高齢者の地域の人との付き合いに関

して男女間の差をみると、男性は「付き合

いはほとんどない」（男女差 7.3
ポイ

ント）、「立

ち話、挨拶をする人がいる」（男女差6.8
ポイ

ント）

の項目で女性を上回り、その他の項目は女

性で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【掘り下げ分析】住んでいる地域への愛着の男女差（一般高齢者） 

●一般高齢者の住んでいる地域への愛着に

関して男女間の差をみると、男女ともに

「愛着がある」から「愛着がない」までの

項目に大きな差はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

  

50.1 

48.2 

32.7 

31.5 

8.9 

10.2 

3.7  

6.3  

4.5  

3.8  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

愛着がある どちらかといえば 

愛着がある 

どちらかといえば 

愛着はない 

愛着はない 無回答 

男性で割合が高い 

（男女差 6.8ポイ

ント） 

（男女差 7.3ポイ

ント） 
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4.1 

3.8 

9.6 

16.7 

15.6 

44.2 

31.3 

5.6 

15.1 

42.8 

21.0 

4.2 

12.4  

18.4  

19.0  

13.5  

11.1  

32.4  

28.8  

8.0  

4.1  

15.6  

28.6  

6.9  

0% 25% 50% 75% 100%

配食の手伝い 

調理の手伝い 

掃除・洗濯の手伝い 

買い物代行 

外出同行（通院、散歩など） 

ゴミ出し 

見守り、声かけ 

サロンなど、通いの場の 

サポート 

外出時の送迎 

草刈などの環境整備 

できない 

無回答 

男性 

n=7,497 

女性 

n=9,391 

 

【掘り下げ分析】地域でできると思う活動の男女差（一般高齢者） 

●一般高齢者が提供できると思う地域での

活動別割合に関して男女間の差をみると、

男性は「草刈などの環境整備」（男女差

27.2
ポイ

ント）、「ゴミ出し」（男女差 11.8
ポイ

ント）、

「外出時の送迎」（男女差 11.0
ポイ

ント）、「外出

同行（通院、散歩など）」（男女差 4.5
ポイ

ント）、

「買い物代行」（男女差3.2
ポイ

ント）、「見守り、

声かけ」（男女差 2.5
ポイ

ント）の項目で女性を

上回っています。その他の項目は女性で高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【掘り下げ分析】利用したい（参加したい）と思う活動の場や参加の機会の男女差 
（一般高齢者） 

 
●利用したい（参加したい）と思う活動の場

や参加の機会に関して男女間の差をみる

と、男性は「農作業を中心とした仲間との

活動」（男女差10.8
ポイ

ント）、「買い物支援や庭

木の手入れなどのちょっとしたボランテ

ィア活動」（男女差 7.8
ポイ

ント）、「パソコンや

インターネット学習ができる場」（男女差

5.5
ポイ

ント）、「ちょっとした収入を得ることが

できる就労活動」（男女差 5.0
ポイ

ント）、「学校

で子どもたちの活動をサポートする機会」

（男女差3.8
ポイ

ント）、「子どもたちに勉強や自

分の趣味・特技を教える機会」（男女差

3.7
ポイ

ント）、「その他」（男女差 0.3
ポイ

ント）の項目

で女性を上回っています。 

 

 

 

 

 

  

男性で割合が高い 

7.7 

8.1 

6.4 

15.6 

18.6 

9.7 

19.0 

22.5 

8.1 

11.5 

2.7 

23.6 

13.9 

3.9  

4.4  

9.4  

7.8  

7.8  

4.7  

27.6  

24.6  

13.1  

6.0  

2.4  

25.5  

18.1  

0% 25% 50% 75% 100%

学校で子どもたちの活動を 
サポートする機会 

子どもたちに勉強や自分の 
趣味・特技を教える機会 

高齢、障がい者施設などでの 
ボランティア活動 

買い物支援や庭木の手入れ 
などのちょっとした 
ボランティア活動 

農作業を中心とした 
仲間との活動 

ちょっとした収入を得る 
ことができる就労活動 

仲間と話をしたり趣味の 
活動を行うサロン等の場 

ウォーキングや体操教室など 
健康維持のための活動を行う場 

文化（書道・俳句等）、芸術 
（絵画、美術鑑賞等）を中心と 

した仲間と集まる場 

パソコンやインターネット 
学習ができる場 

その他 

利用したい 
（参加したい）ものはない 

無回答 

男性 

n=7,497 

女性 

n=9,391 

男性で割合が高い 

（男女差 3.8ポイ

ント） 

（男女差 3.7ポイ

ント） 

（男女差 7.8ポイ

ント） 

（男女差 3.0ポイ

ント） 

（男女差 10.8ポイ

ント） 

（男女差 5.0ポイ

ント） 

（男女差 8.6ポイ

ント） 

（男女差 2.1ポイ

ント） 

（男女差 5.0ポイ

ント） 

（男女差 5.5ポイ

ント） 

（男女差 0.3ポイ

ント） 

（男女差 1.9ポイ

ント） 

（男女差 8.3ポイ

ント） 

（男女差 14.6ポイ

ント） 

（男女差 3.2ポイ

ント） 

（男女差 9.4ポイ

ント） 

（男女差 4.5ポイ

ント） 

（男女差 11.8ポイ

ント） 

（男女差 2.5ポイ

ント） 

（男女差 11.0ポイ

ント） 

（男女差 27.2ポイ

ント） 

（男女差 2.4ポイ

ント） 

（男女差 7.6
ポイ

ント） 
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50.2 

23.5 

40.4 

34.1 

16.9 

33.5 

2.2 

4.2 

2.7 

26.8  

24.2  

42.3  

28.5  

13.1  

21.6  

5.5  

6.7  

3.6  

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者 

同居の子ども 

別居の子ども 

兄弟姉妹・親戚・親・孫 

近隣の人 

友人 

その他 

そのような人はいない 

無回答 

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

47.4 

18.5 

34.5 

35.4 

21.6 

35.1 

1.5 

7.1 

4.2 

23.7  

13.8  

25.7  

24.2  

14.0  

22.8  

2.6  

19.8  

6.4  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

６ たすけあいについて 

（１）困った際に頼る相手または頼られる相手 

●心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人について、一般高齢者は「配偶者」（50.2％）

が最も高く、次いで「別居の子ども」（40.4％）、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」（34.1％）

の順となっています。 

●一方、軽度認定者は「別居の子ども」（42.3％）が最も高く、次いで「兄弟姉妹・親

戚・親・孫」（28.5％）、「配偶者」（26.8％）の順となっています。 

●反対に心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人では、一般高齢者は「配偶者」（47.4％）

が最も高く、次いで「兄弟姉妹・親戚・親・孫」（35.4％）、「友人」（35.1％）の順

となっています。 

●一方、軽度認定者は「別居の子ども」（25.7%）が最も高く、次いで「兄弟姉妹・親

戚・親・孫」（24.2％）、「配偶者」（23.7％）の順となっています。 

 問6-(1) [問6-(1)] 心配事や愚痴（ぐち）を 問6-(2) [問6-(2)] 心配事や愚痴（ぐち）を 
 聞いてくれる人  聞いてあげる人 
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54.1 

30.3 

40.6 

19.2 

3.3 

5.0 

2.4 

5.4 

2.4 

27.6  

31.1  

43.1  

15.8  

3.0  

3.5  

6.8  

8.9  

3.6  

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者 

同居の子ども 

別居の子ども 

兄弟姉妹・親戚・親・孫 

近隣の人 

友人 

その他 

そのような人はいない 

無回答 

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

58.2 

24.7 

29.0 

24.0 

5.3 

7.5 

2.5 

10.5 

4.6 

28.1  

14.1  

12.7  

10.3  

2.2  

3.3  

8.8  

33.1  

10.2  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

●病気で数日間寝込んだときに看病や世話をしてくれる人では、一般高齢者は「配偶者」

（54.1％）が最も高く、次いで「別居の子ども」（40.6％）、「同居の子ども」（30.3％）

の順となっています。 

●一方、軽度認定者は「別居の子ども」（43.1％）が最も高く、次いで「同居の子ども」

（31.1％）、「配偶者」（27.6％）の順となっています。 

●反対に看病や世話をしてあげる人では、一般高齢者は「配偶者」（58.2％）が最も高く、

次いで「別居の子ども」（29.0％）、「同居の子ども」（24.7％）の順となっています。 

●一方、軽度認定者は「配偶者」（28.1％）、「同居の子ども」（14.1％）、「別居の子ども」

（12.7％）の順となっていますが、「そのような人はいない」（33.1％）が最も高くな

っています。 

 問6-(3) [問6-(3)] 病気で数日間寝込んだ 問6-(4) [問6-(4)] 病気で数日間寝込んだ 
 ときに、看病や世話をしてくれる人  ときに、看病や世話をしてあげる人 
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16.8 

16.8 

10.3 

4.7 

37.3 

8.7 

12.7 

4.3 

3.9 

26.3 

8.8 

7.5  

13.9  

4.1  

51.9  

35.8  

14.7  

5.3  

3.2  

5.3  

18.2  

6.4  

0% 25% 50% 75% 100%

自治会・町内会の役員など 

民生委員 

老人クラブや趣味グループの仲間 

ケアマネジャー 

医師・歯科医師・看護師 

地域包括支援センター 

市役所・区役所など 

社会福祉協議会 

その他 

そのような人はいない 

無回答 

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

●一般高齢者が、家族や友人･知人以外で何かあったときに相談する相手は、「医師・歯

科医師・看護師」（37.3％）、「自治会・町内会の役員など」「民生委員」（各16.8％）、

「市役所・区役所など」（12.7％）が上位となっています。また、「そのような人は

いない」と回答した割合も26.3％と高くなっています。 

●一方、軽度認定者は「ケアマネジャー」（51.9%）、「医師・歯科医師・看護師」（35.8％）、

「地域包括支援センター」（14.7％）が上位となっています。また、「そのような人

はいない」と回答した割合も18.2％と高くなっています。 

問6-(5) [問6-(5)] 家族や友人･知人以外で何かあったときに相談する相手 
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（２）友人・知人との交流状況 

●友人・知人と会う頻度は、一般高齢者は「週に何度かある」（30.3％）が最も高く、

次いで「月に何度かある」（27.0％）の順となり、「ほとんどない」は15.1％となっ

ています。 

●一方、軽度認定者は「週に何度かある」（24.8％）、「月に何度かある」（21.5％）の

順となり、「ほとんどない」は31.5％で最も高くなっています。 

●１か月間に何人の友人・知人と会ったかでは、一般高齢者は「３～５人」（25.8％）

が最も高く、次いで「１～２人」（23.4％）、「10人以上」（22.9％）の順となってい

ます。 

●一方、軽度認定者は「１～２人」（30.4％）が最も高く、次いで「0人（いない）」（23.6％）、

「３～５人」（21.8％）の順となっています。 

問6-(6) [問6-(6)] 友人・知人と会う頻度 

 

 

 

 

 

 

 

問6-(7) [問6-(7)] この１か月間に会った友人・知人の人数 

 

 

 

 

 

 

  

9.4 

4.4 

30.3 

24.8 

27.0 

21.5 

14.5  

13.6  

15.1  

31.5  

3.7  

4.2  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある ほとんどない 無回答 

12.7 

23.6 

23.4 

30.4 

25.8 

21.8 

11.4  

7.4  

22.9  

11.7  

3.8  

5.2  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

０人（いない） １～２人 ３～５人 ６～９人 10人以上 無回答 
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７ 健康について 

（１）健康状態 

●現在の主観的健康感をみると、一般高齢者は「まあよい」（67.1％）が最も高く、「と

てもよい」（9.8％）を合わせた76.9％が健康と感じています。 

●一方、軽度認定者は「まあよい」（48.4％）が最も高く、「とてもよい」（2.6％）を

合わせた51.0％が健康と感じています。 

問7-(1) [問7-(1)] 現在の健康状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）喫煙の有無 

●喫煙している一般高齢者は「ほぼ毎日吸っている」（5.1％）と「時々吸っている」（1.2％）

を合わせた6.3％となっています。 

●一方、軽度認定者は「ほぼ毎日吸っている」（2.1％）と「時々吸っている」（1.0％）

を合わせた3.1％が喫煙しています。 

問7-(11) [問7-(11)] 喫煙の有無 

 

 

 

 

 

 

  

9.8 

2.6 

67.1 

48.4 

18.8 

37.3 

3.5  

10.3  

0.9  

1.4  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答 

5.1 

2.1 

1.2 

1.0 

29.7 

21.3 

60.3  

70.4  

3.6  

5.2  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

ほぼ毎日 

吸っている 

時々 

吸っている 

吸っていたが 

やめた 

もともと 

吸っていない 

無回答 
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12.4 

43.6 

4.0 

12.4 

13.7 

11.4 

6.4 

8.2 

10.2 

13.0 

4.1 

5.0 

1.6 

0.9 

1.4 

0.7 

23.7 

8.7 

10.2 

5.5 

4.2  

46.2  

8.9  

17.8  

14.8  

9.4  

9.3  

10.1  

10.5  

25.2  

12.6  

5.8  

2.8  

3.3  

11.9  

3.2  

29.0  

12.9  

12.9  

4.4  

0% 25% 50% 75% 100%

ない 

高血圧 

脳卒中（脳出血・脳梗塞等） 

心臓病 

糖尿病 

高脂血症（脂質異常） 

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等） 

胃腸・肝臓・胆のうの病気 

腎臓・前立腺の病気 

筋骨格の病気（骨粗しょう症・関節症等） 

外傷（転倒・骨折等） 

がん（悪性新生物） 

血液・免疫の病気 

うつ病 

認知症（アルツハイマー病等） 

パーキンソン病 

目の病気 

耳の病気 

その他 

無回答 

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

（３）疾病の状況 

●現在治療中、または後遺症のある病気の有無をみると、一般高齢者と軽度認定者とも

に「高血圧」（43.6％・46.2％）が最も高くなっています。 

●また、一般高齢者で「ない」と回答した方は12.4％、軽度認定者では4.2％となって

います。 

問7-(10) [問7-(10)] 現在治療中、または後遺症のある病気 
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（４）あっ晴れ！もも太郎体操について 

●あっ晴れ！もも太郎体操※1の認知状況について、一般高齢者と軽度認定者ともに「知

らない」（73.5％・79.6％）が最も高くなっています。 

●あっ晴れ！もも太郎体操への参加意向をみると、一般高齢者と軽度認定者ともに「わ

からない」（58.0％・48.7％）が最も高く、次いで一般高齢者は「月数回程度なら参

加してみたい」（12.7％）、軽度認定者は「身近な場所ではなく、介護サービス事業

所や民間のスポーツクラブでの開催なら参加してみたい」（14.7％）となっています。 

※1「あっ晴れ！もも太郎体操」は、地域の方が身近な場所で実践することで、心身ともに元気になることを目的とし

た岡山市の体操です。現在、自宅から歩いて行ける場所（集会所等）で、多くの方が取り組んでいます。体操を初

めて取り組む場合は、介護予防センターの職員が訪問して、効果的な体操のやり方を説明し、また、運動・口腔等

についての講話も行います。 

問7-(12) [問7-(12)] 「あっ晴れ！もも太郎体操」の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

問7-(12).① [問7-(12).①] 「あっ晴れ！もも太郎体操」への参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.5 

5.7 

15.9 

11.3 

73.5 

79.6 

4.1  

3.4  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

知っている 

（参加もしている） 

知っている 

（参加はしていない） 

知らない 無回答 

5.7 

3.7 

12.7 

4.8 

2.6 

14.7 

58.0  

48.7  

13.7  

13.4  

7.2  

14.7  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=15,091 

軽度認定者 

n= 6,753 

週１回参加したい 

月数回程度なら参加してみたい 

身近な場所ではなく、介護サービス事業所や民間の 

スポーツクラブでの開催なら参加してみたい 

わからない 

その他 

無回答 
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0.0 

10.3 

44.9 

44.4 

0.3 

10.7  

20.5  

43.7  

24.6  

0.4  

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど外出しない 

週１回 

週２～４回 

週５回以上 

無回答 

健康的な高齢者 

n= 4,137 

虚弱な高齢者 

n=12,751 

13.3 

38.1 

27.1 

12.0 

6.3 

3.2 

8.1  

27.7  

27.0  

15.3  

18.0  

3.8  

0% 25% 50% 75% 100%

毎日ある 

週に何度かある 

月に何度かある 

年に何度かある 

ほとんどない 

無回答 

健康的な高齢者 

n=4,137 

虚弱な高齢者 

n=12,751 

 

【掘り下げ分析】年齢階級別の後期高齢者像（一般高齢者＋軽度認定者） 

●加齢（５歳階級別）に伴う健康的な高齢者

の変化をみると、「75～79 歳」（25.7％）

から「90 歳以上」（3.2％）にかけて、

22.5ポイ

ント
と大きく減少しています。 

男女別では全年齢階級で男性の割合が女

性を上回っています。 

 

●反対に虚弱な高齢者の変化では「75～79

歳」（74.3％）から「90 歳以上」（96.8％）

にかけて、22.5
ポイ

ントと大きく増加していま

す。 

男女別では全年齢階級で女性の割合が男

性を上回っています。 

 
 
 
 
 
 

【掘り下げ分析】後期高齢者のリスク該当状況（一般高齢者＋軽度認定者） 

●虚弱な高齢者では「物忘れリスク」

（62.2％）、「うつ傾向リスク」（53.3％）、

「運動機能低下リスク」（44.0％）、「口腔

機能低下リスク」（34.9％）、「ＩＡＤＬ低

下」（23.4％）、「閉じこもりリスク」

（14.1％）、「低栄養リスク」（3.5％）の

順に高くなっています。 

 

 

 

【掘り下げ分析】後期高齢者における生活習慣行動（一般高齢者） 

●健康的な高齢者と虚弱な高齢者の外出頻

度の差をみると、「ほとんど外出しない」

は健康的な高齢者が0.0％、虚弱な高齢者

が10.7％で、虚弱な高齢者の方が10.7
ポイ

ント

高く、「週５回以上」は健康的な高齢者が

44.4％、虚弱な高齢者が24.6％で、虚弱

な高齢者の方が19.8
ポイ

ント低くなっています。 

 

 

 

●健康的な高齢者と虚弱な高齢者の友人・知

人と会う頻度の差をみると、「ほとんどな

い」は健康的な高齢者が6.3％、虚弱な高

齢者が18.0％で、虚弱な高齢者の方が

11.7
ポイ

ント高く、「毎日ある」は健康的な高齢

者が13.3％、虚弱な高齢者が8.1％で、虚

弱な高齢者の方が5.2
ポイ

ント低くなっています。 

 

  

全体 

男性 

女性 

44.0  

3.5  

34.9  

14.1  

62.2  

53.3  

23.4  

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向 

リスク 

IADL低下 

74.3 84.8 

92.3 
96.8 

73.2  81.6  

88.3  
94.7  

75.1 

86.8 
94.4 97.6 

25.7 
15.2 

7.7 
3.2 

26.8 
18.4 

11.7 
5.3 

24.9 
13.2 5.6 2.4 0%

25%

50%

75%

100%

75～79歳 

n=9,881 

n=4,284 

n=5,597 

80～84歳 

n=7,588 

n=2,982 

n=4,606 

85～89歳 

n=4,842 

n=1,666 

n=3,176 

90歳以上 

n=2,007 

n=  584 

n=1,423 

虚弱な高齢者（全体） 

虚弱な高齢者（男性） 

虚弱な高齢者（女性） 

健康的な高齢者（全体） 

健康的な高齢者（男性） 

健康的な高齢者（女性） 

-22.5 

+22.5 

（差 10.7ポイ

ント） 

（差 19.8ポイ

ント） 

（差 5.2ポイ

ント） 

（差 11.7ポイ

ント） 

《後期高齢者像別の外出頻度》 

《後期高齢者像別の友人・知人と会う頻度》 
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91.0 

7.7 

1.3 

82.9  

16.0  

1.2  

0% 25% 50% 75% 100%

はい 

いいえ 

無回答 

健康的な高齢者 

n= 4,137 

虚弱な高齢者 

n=12,751 

4.5 

1.4 

29.3 

61.2 

3.6 

5.3  

1.2  

29.9  

60.0  

3.7  

0% 25% 50% 75% 100%

ほぼ毎日吸っている 

時々吸っている 

吸っていたがやめた 

もともと吸っていない 

無回答 

健康的な高齢者 

n= 4,137 

虚弱な高齢者 

n=12,751 

22.9 

6.2 

12.0 

52.6 

5.6 

0.7 

14.5  

4.8  

11.1  

54.0  

15.2  

0.5  

0% 25% 50% 75% 100%

お互いの自宅を 

訪問し合う人がいる 

一緒に買い物等で 

外出をする人がいる 

困ったときに気軽に 

頼める人がいる 

立ち話、挨拶をする人がいる 

付き合いはほとんどない 

無回答 

健康的な高齢者 

n= 4,137 

虚弱な高齢者 

n=12,751 

85.8 

9.8 

4.4 

67.4  

23.0  

5.7  

0% 25% 50% 75% 100%

趣味あり 

思いつかない 

無回答 

健康的な高齢者 

n=4,137 

虚弱な高齢者 

n=12,751 

 

【掘り下げ分析】健康的な高齢者と虚弱な高齢者の趣味の状況（一般高齢者） 

●健康的な高齢者と虚弱な高齢者の趣味の

状況をみると、「趣味あり」は健康的な高

齢者では85.8％、虚弱な高齢者では

67.4％となり、前者が18.4
ポイ

ント上回ってい

ます。 

 

 

 

 

 

【掘り下げ分析】健康的な高齢者と虚弱な高齢者の健康的な食事の状況（一般高齢者） 

●健康的な高齢者と虚弱な高齢者の健康的

な食事の状況をみると、「野菜料理と主菜

を両方とも毎日1回は食べている」と回答

した健康的な高齢者は91.0％、虚弱な高

齢者は82.9％となり、前者が8.1
ポイ

ント上回っ

ています。 

 

 

 

 

 

【掘り下げ分析】健康的な高齢者と虚弱な高齢者の喫煙の状況（一般高齢者） 

●健康的な高齢者と虚弱な高齢者の喫煙の

状況をみると、健康的な高齢者の「非喫煙

者」は90.5％、虚弱な高齢者では89.9％

と大きな差はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【掘り下げ分析】健康的な高齢者と虚弱な高齢者の地域の人との付き合いの状況（一般高齢者） 

●健康的な高齢者と虚弱な高齢者の地域の

人との付き合いの状況の差をみると、「付

き合いはほとんどない」は健康的な高齢者

が5.6％、虚弱な高齢者が15.2％で、虚弱

な高齢者の方が9.6
ポイ

ント高く、「お互いの自宅

を訪問し合う人がいる」は健康的な高齢者

が22.9％、虚弱な高齢者が14.5％で、虚

弱な高齢者の方が8.4
ポイ

ント低くなっています。 

 

 

 

 

 

  

（差 18.4ポイ

ント） 

（差 8.1ポイ

ント） 

非喫煙者 

（差 8.4ポイ

ント） 

（差 9.6ポイ

ント） 
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53.0 

20.8 

9.4 

2.9 

4.8 

3.2 

6.4 

7.7 

8.4 

10.0 

0% 25% 50% 75% 100%

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない 

本人（要介護者）にサービス利用の希望がない 

家族が介護をするため必要ない 

以前、利用していたサービスに不満があった 

利用料を支払うのが難しい 

利用したいサービスが利用できない、身近にない 

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため 

サービスを利用したいが手続きや利用方法がわからない 

その他 

無回答 

軽度認定者 

n=1,699 

８ 支援・サービスの利用状況・ニーズについて 

（１）利用したい支援・サービス 

●軽度認定者の介護保険サービスの利用状況について、「利用している」と回答した方

は68.4％、「利用していない」と回答した方は22.9％となっています。 

●介護保険サービスを利用していない理由をみると、「現状では、サービスを利用する

ほどの状態ではない」（53.0％）が最も高く、次いで「本人（要介護者）にサービス

利用の希望がない」（20.8％）、「家族が介護をするため必要ない」（9.4％）となって

います。 

 [問8-(1)] 介護保険サービスの利用状況 

 

 

 

 

 

[問8-(1).①] 介護保険サービスを利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.4 22.9 8.8 

0% 25% 50% 75% 100%

軽度認定者 

n=7,430 

利用している 利用していない 無回答 
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48.1 

4.9 

16.4 

13.4 

5.7 

30.0 

5.3 

7.1 

16.7 

0% 25% 50% 75% 100%

何かあったときに安心だから 

友人・知人が要介護認定を受けているから 

同居の家族・親族に勧められたから 

別居の家族・親族に勧められたから 

友人・知人に勧められたから 

医療・介護関係者に勧められたから 

お知らせが届いたから 

その他 

無回答 

軽度認定者 

n=1,699 

●介護保険サービスを利用していないと回答した方が、要介護認定を受けた理由につい

て、「何かあったときに安心だから」（48.1％）が最も高く、次いで「医療・介護関

係者に勧められたから」（30.0％）、「同居の家族・親族に勧められたから」（16.4％）

と回答しています。 

[問8-(1).②] 要介護認定を受けた理由 
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22.9 

25.7 

21.8 

0% 25% 50% 75% 100%

介護保険サービス 

未利用者 

全体 

n= 7,430 

男性 

n=2,019 

女性 

n=5,411 

 

【掘り下げ分析】介護保険サービス未利用者の状況（軽度認定者） 

●軽度認定者の調査結果から後期高齢者における「介護保険サービス未利用者」の割合をみると、

22.9％となっています。また、男女間の差を見ると男性（25.7％）が女性（21.8％）より3.9
ポイ

ント高

く、年齢階級別では男女とも加齢にともない割合は低下しています。 

  《男女別介護保険サービス未利用者の状況》 《年齢階級別介護保険サービス未利用者の状況》 

 

 

 

 

 

 

●要介護度別にみると、「要支援１」（32.5％）

で未利用者割合が最も高く、次いで「要支

援２」（21.5％）、「要介護１」（14.6％）

となっています。 

 

 

 

 
●住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用

するためと回答した介護保険サービス未

利用者は全体で6.4％おり、要介護度別に

みると「要支援２」（7.7％）が最も高く、

次いで「要支援１」（6.3％）、「要介護１」

（4.4％）となっています。 

 

 

 
 

●介護保険サービス利用者と、介護保険サー

ビス未利用者の７項目リスク指標におけ

る差をみると、「ＩＡＤＬ低下」（差

16.3
ポイ

ント）、「運動機能低下リスク」（差

11.0
ポイ

ント）、「物忘れリスク」（差7.2
ポイ

ント）、「口

腔機能低下リスク」（差5.0
ポイ

ント）、「うつ傾向

リスク」（差3.6
ポイ

ント）の５項目で、介護保険

サービス利用者の該当割合が介護保険サ

ービス未利用者の割合を上回っています。 

 

 

 

 

 

  

44.1 40.5 

40.4 
31.9 

45.7  43.1  

35.7  
29.1  

0%

25%

50%

75%

100%

75～79歳 

n=  409 

n=  842 

80～84歳 

n=  619 

n=1,674 

85～89歳 

n=  642 

n=1,833 

90歳以上 

n=  349 

n=1,062 

男性 女性 

男性 

女性 

32.5 

21.5 
14.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

要支援１ 

n=2,479 

要支援２ 

n=2,467 

要介護１ 

n=2,484 

6.3 7.7 
4.4 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

要支援１ 

n=806 

要支援２ 

n=530 

要介護１ 

n=363 

《住宅改修、福祉用具貸与・購入のみ利用の 

介護保険サービス未利用者の要介護度別状況》 

《要介護度別介護保険サービス未利用者の状況》 

《リスク該当状況》 

（男女差 3.9ポイ

ント） 

全体 6.4％ 

74.7 

4.8 

43.3 
17.6 

71.5 

63.2 

49.6  63.7  

5.3  

38.3  

27.0  64.3  

59.6  

33.3  

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向 

リスク 

ＩＡＤＬ低下 

介護保険サービス利用者 

介護保険サービス未利用者 

（差 16.3ポイ

ント） 

（差 11.0ポイ

ント） 

（差 5.0ポイ

ント） 

（差 7.2ポイ

ント） 

（差 3.6ポイ

ント） 
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30.8 

23.2 

37.1 

29.6 

30.1 

28.3 

33.5 

15.8 

14.0 

25.4 

7.0 

13.5 

4.5 

14.6 

35.0  

25.9  

36.9  

31.4  

31.5  

28.7  

35.3  

15.5  

15.6  

27.0  

6.1  

13.5  

4.7  

14.8  

29.3  

22.2  

37.2  

28.9  

29.5  

28.2  

32.8  

15.9  

13.4  

24.8  

7.4  

13.5  

4.5  

14.6  

0% 25% 50% 75% 100%

全体 

n=7,430 

男性 

n=2,019 

女性 

n=5,411 

27.2 

17.0 

27.0 

23.8 

23.7 

21.5 

26.2 

12.7 

10.7 

24.6 

7.7 

26.3 

5.2 

8.3 

31.7  

18.6  

29.6  

24.9  

24.9  

21.6  

26.0  

13.0  

11.8  

25.1  

6.3  

27.2  

4.8  

7.7  

23.5  

15.8  

24.9  

22.9  

22.7  

21.5  

26.4  

12.5  

9.9  

24.2  

8.9  

25.6  

5.5  

8.7  

0% 25% 50% 75% 100%

配食 

調理 

掃除・洗濯 

買い物（宅配は含まない） 

ゴミ出し 

外出同行（通院・買い物など） 

移送サービス 

（介護・福祉タクシー等） 

見守り・声かけ 

相談・話し相手の訪問サービス 

緊急時の通報装置 

サロンなどの定期的な通いの場 

特にない 

その他 

無回答 

全体 

n=16,888 

男性 

n= 7,497 

女性 

n= 9,391 

●在宅で生活を続けるために必要なサービスについて、一般高齢者は「配食」（27.2％）

が最も高く、次いで「掃除・洗濯」（27.0％）、「移送サービス（介護・福祉タクシー

等）」（26.2％）となっています。また、男女別にみると「移送サービス（介護・福

祉タクシー等）」、「サロンなどの定期的な通いの場」、「その他」を除くサービスでは、

男性の割合が女性を上回っています。 

●一方、軽度認定者は「掃除・洗濯」（37.1％）が最も高く、次いで「移送サービス（介

護・福祉タクシー等）」（33.5％）、「配食」（30.8％）となっています。また、男女別

にみると「掃除・洗濯」、「見守り・声かけ」、「サロンなどの定期的な通いの場」を除

くサービスでは、男性の割合が女性を上回っています。 

問8-(1) [問8-(2)] 在宅で生活を続けるために必要なサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一般高齢者 軽度認定者 
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18.6 

29.6 

24.9 

24.9 

15.8  

24.9  

22.9  

22.7  

0% 25% 50% 75% 100%

調理 

掃除・洗濯 

買い物（宅配は含まない） 

ゴミ出し 

男性 

n=7,497 

女性 

n=9,391 

 

【掘り下げ分析】在宅で生活を続けるために必要な生活支援サービス 

※主な生活支援サービスを切り取って分析しています。 

 

●男女別にみると、一般高齢者では「掃除・

洗濯」（29.6％・24.9％）で4.7
ポイ

ント、「調

理」（18.6％・15.8％）で2.8
ポイ

ント、「ゴミ

出し」（24.9％・22.7％）で2.2
ポイ

ント、「買

い物（宅配は含まない）」（24.9％・22.9％）

で2.0
ポイ

ント男性が女性を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

●一方、軽度認定者では「調理」（25.9％・

22.2％）で3.7
ポイ

ント、「買い物（宅配は含ま

ない）」（31.4％・28.9％）で2.5
ポイ

ント、「ゴ

ミ出し」（31.5％・29.5％）で2.0
ポイ

ント男性

が女性を上回っています。 

 

 

 

 

 

●一般高齢者の主な生活支援サービスの利

用ニーズを家族形態別にみると、「調理」

「掃除・洗濯」「買い物（宅配は含まない）」

ともに割合差はあるものの、「夫婦２人暮

らし（配偶者65歳以上）」の希望割合が最

も高く、「ゴミ出し」では「１人暮らし」

が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●一方、軽度認定者では「掃除・洗濯」「買

い物（宅配は含まない）」「ゴミ出し」とも

に「１人暮らし」の希望割合が最も高く、

「調理」では「夫婦２人暮らし（配偶者65

歳以上）」が最も高くなっています。 

 

  

《一般高齢者の男女別利用ニーズ》 

《軽度認定者の男女別利用ニーズ》 

《一般高齢者の家族形態別利用ニーズ》 

《軽度認定者の家族形態別利用ニーズ》 

（男女差 2.8ポイ

ント） 

（男女差 4.7ポイ

ント） 

（男女差 2.0ポイ

ント） 

（男女差 2.2ポイ

ント） 

25.9 

36.9 

31.4 

31.5 

22.2  

37.2  

28.9  

29.5  

0% 25% 50% 75% 100%

調理 

掃除・洗濯 

買い物（宅配は含まない） 

ゴミ出し 

男性 

n=2,019 

女性 

n=5,411 

（男女差 3.7ポイ

ント） 

（男女差 0.3ポイ

ント） 

（男女差 2.5ポイ

ント） 

（男女差 2.0ポイ

ント） 

17.0 

30.5 

26.9 

29.5 

21.2  

32.2  

29.2  

28.4  

10.9  

20.7  

14.5  

20.7  

11.6  

17.8  

15.2  

14.1  

14.2  

22.7  

19.0  

17.6  

0% 25% 50% 75% 100%

調理 

掃除・洗濯 

買い物 

（宅配は含まない） 

ゴミ出し 

１人暮らし 

n=3,251 

夫婦２人暮らし 

（配偶者65歳以上）

n=6,797 

夫婦２人暮らし 

（配偶者64歳以下）

n=  276 

息子・娘との 

２世帯 

n=3,159 

その他 

n=3,245 

夫婦２人暮らし 

（配偶者 65 歳以上）で高い 

1 人暮らしで高い 

27.2 

48.7 

38.7 

41.0 

28.8  

41.8  

35.8  

37.1  

19.7  

33.3  

22.7  

18.2  

16.9  

22.7  

18.4  

16.1  

17.1  

26.8  

18.8  

18.1  

0% 25% 50% 75% 100%

調理 

掃除・洗濯 

買い物 

（宅配は含まない） 

ゴミ出し 

１人暮らし 

n=2,589 

夫婦２人暮らし 

（配偶者65歳以上）

n=1,717 

夫婦２人暮らし 

（配偶者64歳以下）

n=   66 

息子・娘との 

２世帯 

n=1,476 

その他 

n=1,434 

1 人暮らしで高い 

夫婦２人暮らし 

（配偶者 65 歳以上）で高い 
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86.1 

16.7 

1.7 

9.1 

2.1 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

食事、入浴、レクリエーション 

などを長時間用したいから 

短時間では効果が 

ないと思うから 

短時間だと利用料が 

割高と感じるから 

内容や利用方法が 

わからないから 

その他 

無回答 

一般高齢者 

n=3,284 

18.1 

12.9 

66.1 

16.1 

1.5 

4.7 

3.2 

8.2 

5.9 

3.5 

0% 25% 50% 75% 100%

周囲の人に勧められたから 

他の同様のサービスを 

利用しているから 

食事、入浴、レクリエーション 

などを長時間利用したいから 

短時間では効果が 

ないと思うから 

短時間だと利用料が 

割高と感じるから 

通う方法がないから 

内容や利用方法が 

わからないから 

どこの事業所に行くか 

決めているから 

その他 

無回答 

軽度認定者 

n=2,540 

●主に利用したいデイサービス（通所サービス）について、一般高齢者は「よくわから

ない」（41.0％）が最も高く、次いで「２、３時間のサービスを利用したい」（23.0％）、

「６～８時間のサービスを利用したい」（19.4％）となっています。 

●一方、軽度認定者は「６～８時間のサービスを利用したい」（34.2％）が最も高く、

次いで「２、３時間のサービスを利用したい」（22.2％）、「よくわからない」（20.6％）

となっています。 

●「６～８時間」のサービスを選んだ理由をみると、一般高齢者は「食事、入浴、レク

リエーションなどを長時間用したいから」（86.1％）が最も高く、次いで「短時間で

は効果がないと思うから」（16.7％）となっています。 

●一方、軽度認定者は「食事、入浴、レクリエーションなどを長時間利用したいから」

（66.1％）が最も高く、次いで「周囲の人に勧められたから」（18.1％）となってい

ます。 

問8-(2) [問8-(3)] 主に利用したいデイサービス（通所サービス） 

 

 

 

 

 

 

 

※2 ６～８時間の間で食事、入浴、レクリエーション、身体機能の維持・改善のためのトレーニングが受けられる 

サービスです。 

※3 ２、３時間の間で身体機能の維持・改善のためのトレーニングを中心に受けられるサービスです。 

 

問8-(2).① [問8-(3).①] 「６～８時間」のサービスを選んだ理由 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.4 

34.2 

23.0 

22.2 

9.0 

6.9 

41.0  

20.6  

7.5  

16.2  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

６～８時間の 

サービス を 

利用したい 

２、３時間の 

サービス を 

利用したい 

どちらも利用 

したくない 

よくわからない 無回答 

一般高齢者 軽度認定者 

※2 ※3 
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22.5 

27.6 

16.7 

19.4 

18.5 

30.9  

27.4  

25.8  

45.0  

39.1  

0% 25% 50% 75% 100%

１人暮らし 

n=2,589 

夫婦２人暮らし 

（配偶者65歳以上）n=1,717 

夫婦２人暮らし 

（配偶者64歳以下）n=   66 

息子・娘との２世帯 

n=1,476 

その他 

n=1,434 

２、３時間 

６～８時間 

23.4 

25.2 

20.7 

19.9 

21.8 

18.5  

20.9  

12.7  

19.2  

18.6  

0% 25% 50% 75% 100%

１人暮らし 

n=3,251 

夫婦２人暮らし 

（配偶者65歳以上）n=6,797 

夫婦２人暮らし 

（配偶者64歳以下）n=  276 

息子・娘との２世帯 

n=3,159 

その他 

n=3,245 

２、３時間 

６～８時間 

 

【掘り下げ分析】デイサービス（通所サービス）の利用希望者の状況 

●一般高齢者のデイサービス（通所サービス）の利用希望を短時間・長時間別にみると、『2、3 時間

のサービス希望』では、「80～84 歳」を除いて男性の割合が女性を上回っています。 

一方、『６～８時間のサービス希望』では、「84 歳以下」で女性の割合が男性より高いものの、「85

歳以上」では男性が高くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●軽度認定者では、『2、3 時間のサービス希望』は、「75～79 歳」を除いて男性の割合が女性を上回

っています。 

一方、『６～８時間のサービス希望』では、男性はいずれの年齢階級も３割前後と横ばいであるのに

対し、女性は「85 歳以上」で大きく上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●家族形態別に短時間・長時間の利用希望をみると、一般高齢者ではいずれの家族形態でも『６～８時間

のサービス希望』より『2、3 時間のサービス希望』の割合が高く、「夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳

以下）」ではその差が8.0
ポイ

ントと最も高くなっています。 

一方、軽度認定者では「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」以外の家族形態で、『2、3時間のサー

ビス希望』より『６～８時間のサービス希望』の割合が高く、「息子・娘との２世帯」ではその差が25.6
ポイ

ント

と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《６～８時間のサービス希望の一般高齢者》 

25.8  

21.8  

22.5  
16.6  

23.7  

23.3  

17.8  15.0  0%

25%

50%

75%

100%

75～79歳 

n=3,875 

n=4,755 

80～84歳 

n=2,363 

n=2,932 

85～89歳 

n=1,024 

n=1,343 

90歳以上 

n=  235 

n=  361 

男性 女性 

男性 

女性 

18.3 18.7 

18.0 15.3 
21.9  19.8  

17.9  14.1  0%

25%

50%

75%

100%

75～79歳 

n=3,875 

n=4,755 

80～84歳 

n=2,363 

n=2,932 

85～89歳 

n=1,024 

n=1,343 

90歳以上 

n=  235 

n=  361 

男性 女性 

男性 

女性 

《２、３時間のサービス希望の一般高齢者》 

《６～８時間のサービス希望の軽度認定者》 

28.1  

25.8  26.2  
17.5  

28.5  

25.7  18.7  12.4  
0%

25%

50%

75%

100%

75～79歳 

n=  409 

n=  842 

80～84歳 

n=  619 

n=1,674 

85～89歳 

n=  642 

n=1,833 

90歳以上 

n=  349 

n=1,062 

男性 女性 

男性 

女性 

32.0 29.6 

31.9 32.7 
27.6  28.7  

39.0  
45.1  

0%

25%

50%

75%

100%

75～79歳 

n=  409 

n=  842 

80～84歳 

n=  619 

n=1,674 

85～89歳 

n=  642 

n=1,833 

90歳以上 

n=  349 

n=1,062 

男性 女性 

男性 

女性 

《２、３時間のサービス希望の軽度認定者》 

《デイサービス短時間・長時間別利用希望者の 

家族形態（一般高齢者）》 

（差 8.0ポイ

ント） 

（差 25.6ポイ

ント） 

《デイサービス短時間・長時間別利用希望者の 

家族形態（軽度認定者）》 
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11.3 

4.5 

14.5 

46.6 

22.4 

0.7 

7.3  

2.5  

10.8  

43.9  

34.8  

0.7  

0% 25% 50% 75% 100%

２、３時間 

n=1,650 

６～８時間 

n=2,540 

19.1 

5.1 

12.0 

53.6 

10.0 

0.2 

19.1 

5.3 

12.0 

53.1 

10.2 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

お互いの自宅を訪問し合う人がいる 

一緒に買い物等で外出をする人がいる 

困ったときに気軽に頼める人がいる 

立ち話、挨拶をする人がいる 

付き合いはほとんどない 

無回答 

２、３時間 

n=3,284 

６～８時間 

n=3,890 

 

【掘り下げ分析】デイサービス（通所サービス）の利用希望者の状況 

●地域の人との付き合い方を短時間・長時間の利用希望別にみると、一般高齢者では『2、3時間のサー

ビス希望』、『６～８時間のサービス希望』でほとんど差はない状況です。 

一方、軽度認定者では「付き合いはほとんどない」と回答した方は、『2、3 時間のサービス希望』

（22.4％）より『６～８時間のサービス希望』（34.8％）で12.4
ポイ

ント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●７項目リスク指標において短時間・長時間の利用希望割合の差をみると、一般高齢者では『６～８時

間のサービス希望』で「低栄養リスク」を除く６項目の該当割合が『2、3 時間のサービス希望』よ

り高く、その差は「運動機能低下リスク」で4.2
ポイ

ント、「ＩＡＤＬ低下」で3.1
ポイ

ント、「物忘れリスク」で

1.8
ポイ

ント、「口腔機能低下リスク」「閉じこもりリスク」で各 1.6
ポイ

ント、「うつ傾向リスク」で 1.0
ポイ

ントとな

っています。 

一方、軽度認定者では該当割合が「ＩＡＤＬ低下」「物忘れリスク」「運動機能低下リスク」の該当割

合が『2、3 時間のサービス希望』より『６～８時間のサービス希望』で高く、その差は「ＩＡＤＬ

低下」で26.2
ポイ

ント、「物忘れリスク」で13.4
ポイ

ント、「運動機能低下リスク」で 3.5
ポイ

ントとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.2  2.1  

23.8  
5.4  

41.9  

35.5  

5.5  

23.4  

2.0  25.4  

7.0  

43.7  

36.5  

8.6  

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向 

リスク 

ＩＡＤＬ低下 

２、３時間 n=3,284 ６～８時間 n=3,890 

70.3  

6.0  

43.1  

15.6  62.4  

62.4  

30.4  

73.8  

3.9  

42.6  
13.5  

75.8  

60.2  

56.6  

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向 

リスク 

ＩＡＤＬ低下 

２、３時間 n=1,650 ６～８時間 n=2,540 

（差 12.4ポイ

ント） 

（差 4.2ポイ

ント） 

（差 3.1ポイ

ント） （差 26.2ポイ

ント） 

（差 13.4ポイ

ント） 

（差 3.5ポイ

ント） 

《デイサービス短時間・長時間別利用希望者の 

地域の人との付き合い方の状況（一般高齢者）》 
《デイサービス短時間・長時間別利用希望者の 

地域の人との付き合い方の状況（軽度認定者）》 

《デイサービス短時間・長時間別利用希望者の 

７項目リスク指標該当状況（一般高齢者）》 
《デイサービス短時間・長時間別利用希望者の 

７項目リスク指標該当状況（軽度認定者）》 

（差 1.8ポイ

ント） （差 1.6ポイ

ント） 

（差 1.6ポイ

ント） 

（差 1.0ポイ

ント） 

（差 0.2ポイ

ント） 
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3.8 

47.1 

9.8 

18.5 

15.8 

10.7 

11.0 

10.3 

10.8 

28.8 

13.6 

6.1 

3.0 

2.7 

6.6 

3.6 

30.1 

13.6 

14.2 

3.1 

3.9  

49.1  

10.6  

17.7  

14.4  

10.5  

8.3  

10.2  

10.8  

25.5  

13.1  

5.3  

2.6  

3.8  

19.2  

3.4  

29.6  

12.4  

11.7  

2.6  

0% 25% 50% 75% 100%

２、３時間 

n=1,650 

６～８時間 

n=2,540 

12.3 

42.5 

3.7 

13.0 

13.8 

12.4 

6.3 

8.5 

11.2 

13.6 

4.2 

4.7 

2.0 

1.0 

1.4 

0.8 

24.0 

9.0 

10.7 

4.7 

8.7  

46.0  

3.8  

12.6  

13.6  

16.0  

6.5  

8.8  

11.4  

16.7  

4.8  

6.0  

1.7  

1.0  

1.6  

0.8  

26.1  

9.1  

11.4  

3.5  

0% 25% 50% 75% 100%

ない 

高血圧 

脳卒中（脳出血・脳梗塞等） 

心臓病 

糖尿病 

高脂血症（脂質異常） 

呼吸器の病気 

（肺炎や気管支炎等） 

胃腸・肝臓・胆のうの病気 

腎臓・前立腺の病気 

筋骨格の病気 

（骨粗しょう症・関節症等） 

外傷（転倒・骨折等） 

がん（悪性新生物） 

血液・免疫の病気 

うつ病 

認知症（アルツハイマー病等） 

パーキンソン病 

目の病気 

耳の病気 

その他 

無回答 

２、３時間 

n=3,284 

６～８時間 

n=3,890 

 

【掘り下げ分析】デイサービス（通所サービス）の利用希望者の疾病状況 

●一般高齢者のデイサービス利用希望者の疾病状況をみると、『６～８時間のサービス希望』で「心臓

病」「糖尿病」「血液・免疫の病気」「うつ病」「パーキンソン病」以外の疾病の罹患割合が『2、3 時

間のサービス希望』より高くなっています。特に「高脂血症（脂質異常）」（差 3.6
ポイ

ント）、「高血圧」（差

3.5
ポイ

ント）、「筋骨格の病気（骨粗しょう症・関節症等）」（差 3.1
ポイ

ント）でその差が大きくなっています。 

一方、軽度認定者では『2、3 時間のサービス希望』と『６～８時間のサービス希望』で、各疾病の

罹患割合に大きな差はない状況ですが、「認知症（アルツハイマー病等）」では『2、3 時間のサービ

ス希望』（6.6％）の罹患割合が『６～８時間のサービス希望』（19.2％）を12.6
ポイ

ント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《軽度認定者》 《一般高齢者》 

（差 3.5ポイ

ント） 

（差 3.6ポイ

ント） 

（差 3.1ポイ

ント） 

（差 12.6ポイ

ント） 
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11.0 

3.1 

9.5 

15.4 

44.2 

15.6 

10.8 

0% 25% 50% 75% 100%

民間のサービス（介護保険外のサービス） 

に満足しているから 

短期間（短時間）では利用料が割高と感じるから 

短期間（短時間）の利用では効果がないと思うから 

他の同様のサービスを利用しているから 

サービス内容や利用方法がわからないから 

その他 

無回答 

軽度認定者 

n=5,098 

●短期集中通所サービス※4の利用希望について、一般高齢者は「利用したい」が35.0％、

「利用したくない」が6.5％となっています。 

●一方、軽度認定者は「利用したい」が20.8％、「利用したくない」が15.4％となって

います。 

●軽度認定者において短期集中通所サービスを利用したくない、わからないと回答した

理由は、「サービス内容や利用方法がわからないから」（44.2％）が最も高く、次い

で「他の同様のサービスを利用しているから」（15.4％）、「民間のサービス（介護保

険外のサービス）に満足しているから」（11.0％）となっています。 

※4「短期集中通所サービス」は、短期間（４カ月間）集中的に、リハビリ専門職の指導のもと２時間程度の 

自立支援メニューを行うサービスです。また、月１回程度、リハビリ専門職から生活のアドバイスも受けられます。 

問8-(3) [問8-(4)] 「短期集中通所サービス」の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

[問8-(4).①] 「短期集中通所サービス」を利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.0 

20.8 

6.5 

15.4 

48.8 

53.3 

9.6  

10.6  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

利用したい 利用したくない わからない 無回答 
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●介護サービスの利用と住まいについての考えをみると、一般高齢者は「介護が必要に

なったら、介護サービスを利用しながら、できるだけ自宅で暮らしたい」（45.1％）

が最も高く、次いで「介護が必要になっても、家族などに介護してもらいながら、自

宅で暮らしたい」（14.1％）となっています。 

●一方、軽度認定者は「介護が必要になったら、介護サービスを利用しながら、できる

だけ自宅で暮らしたい」（46.0％）が最も高く、「介護が必要になったら特別養護老

人ホームなどの介護施設に入りたい」（17.3％）となっています。 

問8-(4) [問8-(5)] 介護サービスの利用と住まいについての考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【掘り下げ分析】家族形態別の在宅生活の意向（一般高齢者） 

●一般高齢者の介護サービスの利用と住まいについての考えを家族形態別にみると、いずれも「介護が

必要になったら、介護サービスを利用しながら、できるだけ自宅で暮らしたい」と考えている割合が

最も高くなっています。また、１人暮らしでは、「専門的な介護が受けられる住まい（サービス付き

高齢者向け住宅、老人ホームなど）に移りたい（引っ越したい）」（11.3％）が他の家族形態の方に

比べ高くなっています。 

単位：％ 

家族形態 

 

在宅生活の意向 
1 人暮らし 

夫婦２人暮らし 
息子・娘との 

２世帯 
その他世帯 

配偶者が 
65 歳以上 

配偶者が 
64 歳以下 

介護が必要になっても、家族な
どに介護してもらいながら、自
宅で暮らしたい 

6.8  14.3  20.7  19.2  15.4  

介護が必要になったら、介護サー
ビスを利用しながら、できるだけ

自宅で暮らしたい 
40.5  47.8  39.1  44.8  45.1  

専門的な介護が受けられる住ま
い（サービス付き高齢者向け住

宅、老人ホームなど）に移りた
い（引っ越したい） 

11.3  7.0  2.9  4.7  4.4  

介護が必要になったら特別養護
老人ホームなどの介護施設に入
りたい 

15.5  12.1  8.7  10.6  13.0  

※各調査で家族形態ごとにみた在宅生活の意向の割合です。 

※回答選択肢を抽出して記載しているため、合計しても 100％にはなりません。  

14.1 

11.3 

45.1 

46.0 

6.8 

8.0 

12.5  

17.3  

1.2  

2.4  

14.9  

9.3  

5.4  

5.8  

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 

n=16,888 

軽度認定者 

n= 7,430 

介護が必要になっても、家族などに 

介護してもらいながら、自宅で暮らしたい 

介護が必要になったら、介護サービスを 

利用しながら、できるだけ自宅で暮らしたい 

専門的な介護が受けられる住まい（サービス 

付き高齢者向け住宅、老人ホームなど）に 

移りたい（引っ越したい） 

介護が必要になったら特別養護老人ホーム 

などの介護施設に入りたい 

その他 わからない 

無回答 
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【掘り下げ分析】居住環境別にみた在宅生活の意向（一般高齢者） 

●一般高齢者の介護サービスの利用と住まいについての考えを居住環境別にみると、いずれの居住環境

でも「介護が必要になったら、介護サービスを利用しながら、できるだけ自宅で暮らしたい」と考え

ている割合が最も高くなっています。一方で、民間賃貸住宅（集合住宅）の方は、「専門的な介護が

受けられる住まい（サービス付き高齢者向け住宅、老人ホームなど）に移りたい（引っ越したい）」

（19.7％）が他の居住環境の方に比べ高くなっています。 

単位：％ 

居住環境 
 

在宅生活の意向 

持家 

（一戸建て） 

持家 

（集合住宅） 

公営賃貸 

住宅 

民間賃貸 
住宅 

（一戸建て） 

民間賃貸 
住宅 

（集合住宅） 
借家 

介護が必要になっても、家族な

どに介護してもらいながら、自
宅で暮らしたい 

12.1 12.7 9.8 6.5 4.5 7.8 

介護が必要になったら、介護サー
ビスを利用しながら、できるだけ
自宅で暮らしたい 

49.6 42.6 36.6 44.6 28.4 36.1 

専門的な介護が受けられる住ま
い（サービス付き高齢者向け住
宅、老人ホームなど）に移りた

い（引っ越したい） 

6.6 10.5 8.2 5.4 19.7 11.7 

介護が必要になったら特別養護

老人ホームなどの介護施設に入
りたい 

16.3 19.8 23.5 20.7 23.6 19.5 

※各調査で居住環境ごとにみた在宅生活の意向の割合です。 

※回答選択肢を抽出して記載しているため、合計しても 100％にはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


